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1 ．目的

統合 保育場面 にお ける 障害の あ る子 どもの 評 価 に関す る研 究

　　　　　　一ポー トフ ォ リオ （port　folio） を用 い た試み
一

○ 松 井　剛 太

（広島大学大学院）

　　 守 田　 香奈子

（東広 島サ ム エ ル 保育園〉

　幼児教育に おける 評価 の 基本 は、保 育者の 記 録で あ

る。保育者は、日々 自身 の 保育を振 り返 り、気 づ い た

こ と、感 じたこ とを記録 して い る 。 そ う して蓄積 され

た 記録か ら、さらなる保育を作り出 した り、子 ど もの

よ さや持 ち味 を発 見 した り して い る、

　と こ ろで、近年、子 ども
一

人ひ と りの よ い 点や可 能

性、進歩の 状況 を把握 で きる評価 と して ポー トフ ォ リ

オ 評価が 注 目され て い る。こ れ は、思考力、判 断力、

表現力、あ る い は、学ぶ意欲や態度を含む評価法 と さ

れ、学童期 の 総合学習 で し ば し ば導入 され てい る。幼

児 期 に お い て は、ア メ リカ合衆国や ニ ュ
ージーラ ン ド

に おい て、プ ロ ジ ェ ク ト研 究の 評価 と して 、取 り入 れ

られて い る こ とが 多い 。

　ポー トフ ォ リオ評価 の 特色を保 育者 の 日常の 記録

に 反 映させ る こ とで 、特に 障害の ある子 どもを含ん だ

統合保育場面 で 有効 な 評価 と して も用 い る こ とが で き

る と考えられ る。

　そ こ で本 研 究は、統合保育場面で の 評価 と して ポー

トフ ォ リオ を用い、そ の 有用性 に つ い て 、明らか にす

る こ と を 目的 とす る。

fi．方 法

　　 1） 対象園

　対象園は、日市に あ る S 保育園で あ る 。 S保育園 は、

乳 幼児 ク ラス が 2 ク ラス 、年少児 ク ラ ス が 3 ク ラ ス 、

年中、年長児ク ラス が 2 ク ラ ス ずっ ある 規模の 大きい

保 育園 で あ り、障害児も何 人 か 受け 入 れ て い る。なお、

H は 2003年 7 月下旬 に保育園に入 園 し、8 月終了時ま

で の
一

定期間の み年中児 ク ラス に在籍 して い た 。

　　2） ポー トフ ォ リオ作成 の 手 順

　本研究 で は、先行研究を参考に、ポー トフ ォ リオ 作
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成 の 手順を以下の よ うに設 定 し、評価 に っ な げた。
ス テ ッ プ 1

ス テ ッ プ 2

ス テ ッ プ 3

ス テ ッ プ 4

指導方針 を決定 す る

観察 し、記録 の 素を収集す る

（学習物を集 め る、写真を撮る）

全体的記録 をっ くる

エ ピ ソ
ード記 録 をつ く る

ス テ ッ プ 5　 指導の 結果を書 く

皿．結果 と考察

く ス テ ッ プ 1 一
方針を決定す る

一
＞

D　対象児の 決定

　事前の 観察か ら、友達 との かかわりが 少ない H を観

察 の 対 象 と した。H は 自閉的傾向が あっ たため 、特 に 、

他者 との か か わ りに関 して課題 が あ り、保護者の 願 い

も、友達 との か か わ りが 少 しで も 持 て る よ うに した い

と い うも の だっ た。

【エ ピ ソード 3 ： 自由遊 び 場面 （7f25）】

　保育者 の 支援 に応 じず、ほ とん どの 時間を 1 階の 職

員室で 過ごす

　エ ピ ソ
ー

ド 1 の よ うに、H は 入 園当初、ク ラ ス と別

行 動 で 、他児 との か か わ り を持 た なか っ た。

2） 方 針 の 決 定

　事前 の 観察か ら、対象児 H の 興味 ・関心 を以下の よ

うに把 握 した。

　 ・プール が 好 き

　
・
体を動 かす の が 好き

　 ・手 先が器用 で 何か を作 る の が 好き

　こ れ らは H が好 み、日々 行 われ る活 動で あ る e よ っ

て 、以下の 方針が決定 した 。

保育者 （観察者）の か か わ り

H 児が友達と共有する時間が 持 て る よ うに、ク

　ラス の 環 境 を整 え、支援す る。

記録 の 観点

上記の 場面を 中心 に、友達との かか わ りを観察

し、H 児 の 変容を記録する。

＜ ス テ ッ プ 2 一
観察し、記録の 素を収集する

一
＞

1） 詳 細 に 対 象児 の 行動を記 述す る。

　筆者 らが、H 児を 対 象に 参与観察を行 っ た 。

一
週 間

の 観察を任意に ［月曜 日、金曜 日］匚火曜 日、水曜 日、木

曜 日コに 分けて 、二 人 で 観察を行 っ た。観察後は 相互 に

連絡を取 り合い 、重要な出来事を伝える ように し た。
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2） 作品を収集す る。

　 H が 活 動 の 中で 制作 し た 作品 も ポー トフ ォ リオ の 材

料 と した 。

3） 写 真 を と る。

　観察者 は 、H 児 の 観察中、デ ジ タル カ メ ラ を持 参 し

て 、必 要 に応 じて H の 活 動 の 様 子 を写 真 に 撮っ た。写

真 は、記述 した記 録 を 裏付 け る役 目が あ り、それ が あ

る こ とで、第三 者 が見 て も活動の 様子 を捉 えや す い。

ま た、観察者 は 常に H の 活 動に 目を配 り、H の ど うい

っ た 行動 に意味 が あ り、ど の よ うな成長を感 じたの か、

敏 感 に な っ て い ない とよ い 写 真は撮れ な い こ とか ら、

保育者の 子 どもに対す る 感受性 を養う効果 もある。

つ い て 記 し、指導 の 評 価 と した 。

例．H ち ゃ ん が ク ラ ス で の 活 動 に 興味 を持 っ て くれ る

よ うに 、折 り紙 絵 の 具、ス ラ イ ム 等を用意 し た。保

育者は H が そ の こ とに気付 く よ うに か か わ りを 持ち、H

が 活 動 を した と き は、近 くに い る子 も
一

緒 に 活 動 で き

る よ うに 仲介 し た。そ の 結果 、H ちゃ ん が
一

階 の 職 員

室に 行 く こ とが 少 な くな り、そ の 分、ク ラ ス に い る時

間が増え、ク ラ ス の 子 ど もと の か か わ りが 生 まれ た e

』

最初は保育者を介 し て だ っ た が 、徐 々 に 子 どもたちだ

けで の か か わ りも生まれ る よ うに なっ た。こ れ は、H

の 他児へ の 意識 と他児 の H へ の 意識 が 相 互 に 生まれ た

結果だ と思 う。

〈 ス テ ッ プ 3 一全 体的記録 をっ くる一〉

ス テ ッ プ 2 で と っ た記 録をも とに 、全 体的記録をつ く

っ た。全 体的記 録 は、設 定 した 書式に 、そ の 日の Hの

活動を 時 系列 で 記 録 した も の で 、活 動 が変わっ て も、

前後 の 文脈 が わ か るよ うに して あ る。

〈 ス テ ッ プ 4 　
一

エ ピ ソ
ー

ド記録をつ くる
一

〉

ス テ ッ プ 3で 作成した 全体的記 録 の 中か ら、特に H の

活動 の 中で 、成長を示 す と観察者 が感 じた 重要な 事項

を抜粋 し、そ の 事象に つ い て の 簡単で 明快な 説明を 書

く 。 ま た、写 真を 添え、第三 者で も視覚的に 分か りや

すい ように 工 夫 した 。

例．【エ ピ ソード 】0 ： 貼 り絵場面 （8／5）】
観察者が 「は さみ 」 の 写真 をみ せ る と、席 に着き、制

作活 動 をする 。 らくが き帳 へ 貼 り絵 を した後、自分で

マ ジ ッ ク を取 り出 し、人 に 見立 て て 目 と 口 を描 く。ク

ラ ス の 子 ど も た ちも加わ り、一
緒 に や る。

エ ピ ソ
ー

ド 10 か ら、観察者を介して 、ク ラス の 子ど

もた ち と場を共有 し て 遊ぶ こ とが で きた こ とが わ か る。

【エ ピ ソード 24 ： 自由遊 び 場面 （8／28）1
部屋 で ス ライ ム をする。観察者が 手 を埋 め る と他 の 子

が 騒 ぎ、「や っ て 、や っ て 亅 と言 い 、子 ど もた ち ど うし

で 手 の 埋 め あい を した。

エ ピ ソ
ード 24 か ら、観察者 が きっ か けとなっ て 、そ

の 後、子 ど もた ちだけ で の 活 動 に も参加 した こ とが わ

か る。

〈 ス テ ッ プ 5 一
指導の 結果 を書 く一〉

こ れ ま で の ス テ ッ プか らで きた ポートフ ォ リオ か ら、

観察者が 指導 の 結果生 じた H の 変容 と、今後の 課題 に

　 以 上の ス テ ッ プ を経て 作成 され た ポートフ ォ リオ

は、カ ン フ ァ レ ン ス で 、保育者相 互 に 議論 し、そ の 後、

保護者 に 手渡された。

ハ1．結語

1．保育現場 との 相性

　 ポートフ ォ リオは 従来の 評価 と異な り、保育者 の 制

作活動をも含ん だもの で あ る。つ ま り、子 ど も
一

人 ひ

と りに 対するい わ ば 「成長ア ル バ ム 」 を保育者の 観点

で 作成す る とい う点が 大きな特徴で ある。子 ど もの 成

長を記録 し確認 す る こ と、ま た この よ うな記 録 の蓄積

に よ っ て 生ま れ るポートフ ォ リオ は、特 に統合保育場

面 で の 障害の あ る子 どもの 育ちを表現す る の に適 した

方法だ と考える 。

2．保護者の 参加

　 ポー
トフ ォ リオ は、写真や制作物を添えて 保護者へ

の 情報伝達 と し て も適 して い る。 そ の た め、保護者 は

子 ど もの 園 で の 様 子 を 把握 しや すい とい う利点が あ る。
ま た、保 育 者 が 子 ど もを 理解 して い る こ とが保護者 に

伝 わ りやすく、子 育て の パ ー
トナ

ー
と して り関係 を 築

く上で も有効で ある と考え る。

3．障害の あ る子 ど もへの 適用

　
一

般的 に 、統合保育場 面 にお い て、障 害児 は不 適 応

行動 を起 こ しや す い た め、主 に保育者 は その 軽減に 努

め、子 どもの 長所 に 目を向ける こ とが困難 で あ る場 合

が多い 。また、障害の あ る子 ど もは健常児 と比 べ て 、

発達が 捉 え に くい 状況 に あ る。ポー
トフ ォ リオ は、子

ど もの 長所 に 注 目 し、成 長 を と ら え る こ とに 適 して い

る。特に 様 々 な 保 育者 が 関わ る こ とが 多 い 場合 に は、

子 どもの 日々 の 様子 や成長 を 詳 細に 知 る こ とが 可能 と

な りやす い ため、本研究 の よ うなポ 」 トフ ォ リオ評価

が 、実施 しやすい もの と考 え る。
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